
謹啓　

　時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　平素は弊社製品の「イミグランキット皮下注3mg」に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さてこの度、弊社では、医療機関において医療従事者が患者さんへ投与する際、使用済みカートリッジの
誤投与防止を目的としてご活用いただける「イミグランキット皮下注3mg専用 使用済みカートリッジ
廃棄ケース」を作製いたしましたので、ご案内申し上げます。貴施設において本製剤を施注される方々へ、
本件についてご案内いただきますようお願い申し上げます。

　イミグランキット皮下注3mgは、1つのカートリッジパックに、2本のカートリッジが個別に封入されている
構造です。1本目のカートリッジは、使用後に同カートリッジパックに戻す仕様のため、廃棄するまで、
使用済みカートリッジと未使用カートリッジが1つのカートリッジパック内で一時的に保管されます。

　医療機関において本剤を使用される際に、使用済みカートリッジを別の患者さんに誤って使用したとの
報告を複数受けております。弊社としては、本剤をより安全にご使用いただくため、複数の患者さんに
使用されることは推奨しておりません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　やむを得ず複数の患者さんに使用される場合は、使用済みカートリッジの誤使用を防ぐためにも
本廃棄ケースを使用していただき、使用済みカートリッジは速やかに廃棄くださいますようお願い申し
上げます。

　今後も弊社製品をご愛顧賜りますよう、何卒宜しくお願い申し上げます。

謹白

「使用済みカートリッジ廃棄ケース」のご案内
医療機関内使用時のお願いならびに

～使用済みカートリッジの別の患者さんへの誤使用・針刺し事故を防ぐために～

専用

使用済みカートリッジ
廃棄ケース

専用

使用済みカートリッジ
廃棄ケース使用説明書
使用説明書は廃棄ケースと
同梱されています。
ご使用の前にご確認ください。



医療機関で を使用される場合の廃棄方法

投与時のお願い1

廃棄ケースにすぐに蓋をし
ます。蓋が完全に閉まった
ことを確認し、感染性廃棄物
として、廃棄ケースごと廃棄
してください。
ペン型注入器はキャリー
ケースに戻してください。

廃棄ケースの蓋を開けて平面に置き、
注射後のカートリッジの針先が完全
に隠れるように、ペン型注入器ごと
差し込みます。その後、廃棄ケースを
持ち、支えて奥までしっかり差し込んで
ください。

本製剤を複数の患者さんに
使用されることは推奨しておりません。

廃棄ケースを立て、ペン型注入
器を反時計回りに回し、廃棄
ケースからペン型注入器を引き
上げます。（使用済みカートリッジ
が廃棄ケースに残ります）
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※蓋内側に回す方向を表示しています。
※この際、廃棄ケースを下向きに傾けたり
すると、針などが落下する可能性があり
ます。

※ペン型注入器の先端から注射針が出ており、
針刺し事故を起こす可能性があるため、廃棄
ケースにペン型注入器の先端が十分に入った
ことを確認してから、廃棄ケースを支えるように
してください。

廃棄ケースを使用して廃棄

廃棄ケースの使い方
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やむを得ず複数の患者さんに使用される場合は、
使用済みカートリッジの誤使用を防ぐためにも、
本廃棄ケースを使用して、速やかに廃棄ください。

使用説明書は廃棄ケースと同梱されています。ご使用の前にご確認ください。

1本目：廃棄ケースに入れて廃棄
2本目：
元のカートリッジ
パックに
戻して廃棄

カートリッジ
パックに戻し、
感染性廃棄物
として廃棄
ください。
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廃棄ケースの使い方の
動画はこちら

カートリッジパック
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反時計
回りに
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https://gskpro.com/ja-jp/products-info/imigran/disposalcase/

カートリッジパックには戻さず、
廃棄ケースに格納後はすぐに蓋をして、
感染性廃棄物として
廃棄ケースごと廃棄ください。

【廃棄ケースの使い方】 下記　～　をご確認ください。

専用アプリ「添文ナビ」で
GS1バーコードを読み取ることで、
最新の電子添文等を閲覧できます。


